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第11回 地域商社協議会

グループセッション チーム＜６＞

2019年5月20日（月）

株式会社 北海道宝島旅行社
代表取締役社長 鈴木宏一郎

suzuki@h-takarajima.com
https://www.facebook.com/kouichiro.suzuki2

「住んで良し、訪れて良し、間に立って良し。
稼ぐ＋地域課題を解決するための

観光地域づくりコーディネート組織作り」



◆北海道宝島旅行社の使命＜ミッション：永遠に追及する目的＞

【北海道の価値を、みんなでカタチに！】

１、私たちは、大好きな北海道を旅するお客様に、「世界一の思い出と

感動」を提供し、観光客を受け入れる地域と仲間に「最高の喜びと

感動」を生み出すために、全力で挑戦し続けます。

２、私たちは、地域と仲間を思いやり、協働するみんなで幸せを

分かち合います。

３、私たちは、世界平和と日本経済に貢献する観光業界の一員として、

誇り高く仕事に取り組みます。
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１、北海道宝島旅行社のミッション
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第2回日本サービス大賞｢優秀賞｣受賞！！
＋ 先日、経済産業省管轄の｢地域未来牽引企業｣

にも認定頂きました。



◆道内各地域ならではの体験型観光プログラムの造成、検索・予約サイトの運営
＊『北海道体験.com（日本語・英語）』 ～全道をネットワーク化する事業の根幹として！
＊地域ＤＮＡを体感できる体験型観光オリジナルプログラムの造成、販売

◆観光庁、運輸局、北海道、各市町村等から、観光地域づくりに関わる事業受託
＊体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ造成やDMO組成の支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ、北海道ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑﾈｯﾄﾜｰｸ事務局ほか
（上士幌町/出資+経営者派遣､豊浦町/理事就任､鹿追･黒松内･岩内･中頓別･白老･小平･帯広･北広島･余市･小清水･美瑛､他）

◆インバウンド富裕層個人自由旅行者へのオーダーメイドツアーの提供
＊運転手付きのｸﾙﾏをﾁｬｰﾀｰして､通訳を乗せて道内を周遊する富裕層を道内各地へ案内
＊ILTM(ｶﾝﾇ･ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ)、ATWS(ｱﾗｽｶ､ｲﾀﾘｱ)、東南アジア各国へ定期的に営業に！

◆（合）北海道観光まちづくりセンターの展開
＊総務省「地域おこし協力隊」事業の採用選考・研修フォロー支援（全道30市町村以上でお手伝いを展開中）
＊農水省「農泊」事業の道内各地の展開支援

◆（合）Ｈ-ＳＥＧの展開
＊北海道で活躍する英語通訳案内士チームのための様々な企画・運営

◆ＨＡＴＡ（北海道アドベンチャートラベル協議会）の展開
＊欧米豪の顧客を意識した、アウトドアや文化体験の受け入れ体制づくりの推進

◆ＪＡＲＴＡ（Japan Alliance of Responsible Travel Agencies）の展開
＊意思を持って地域への責任を果たす旅行会社の全国ネットワークの構築と、ＧＳTＣの研修会の実施等 4

２、北海道宝島旅行社の事業展開



観光地域づくりを通じて、
北海道に外貨を稼ぎ､地域活性化に貢献する！
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【観光地域づくり事業部】
道内各地域の滞在交流
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの企画･造成支援

＋
地域主導のＤＭＯ組成支援

【体験観光事業部】
全道の体験観光事業者の
滞在交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ販売支援

＋
ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの企画･販売

【インバウンド事業部】
北海道に中･長期滞在して、
地域住民との交流を楽しむ
ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞﾂｱｰｻｰﾋﾞｽの提供

３、北海道を世界最高の観光地に！



４-1、なぜ観光地域づくりに取り組むのか？

わが地域は
<ゆでがえる>に
なっていないか？

＝このまま
放っておくと
地域は消滅する...
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４-2、絶体絶命の北海道、地域経済
～イノベーション（新結合）が必要！

わが北海道に、わが地域に、
外貨を稼ぐために何ができるのか？

外貨を獲得するには、 以下の２通りの方法しかない！！

１、地元産の原材料に付加価値を付けて域外に移出・輸出する
or

２、域外から“お金を使う人”に来てもらって地元で消費してもらう

①日本の人口は減る。｢一生に一度行きたい｣高齢者は既に…。若者は旅しない。

②近隣の中台韓は3～4泊。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾀｲ他は1週間～､欧米豪は10泊以上～。
欧米豪マーケットを取り込めれば、日本人他の観光客も余裕で対応できる！7



４-3、 絶体絶命の北海道と地域経済
～イノベーション（新結合）が必要！

イノベーションの定義
既存の①商品・サービス

②生産方法
③販路
④原料・半製品
⑤組織

１、地域の生産物を加工して付加価値を付ける。違う販路を開拓。
２、自然・農山漁村の暮らしを観光資源として“現金化”する。

高齢者が、観光客のお相手をする仕組みを作り上げる。

組み換え＝イノベーション（新結合）

新たな付加価値の生産手段

新しい組合せ､地域の暮らしのお裾分けで、わざわざ
来訪してもらえる滞在・交流の魅力を創造すること！ 8
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５、お客様の視点から考えると。。。

◆世界中＆国内中に、キレイな景色、美味しい食事、楽しい体験はあふれてる・・・
～このマチは、わざわざ訪問する価値（★★★ or ★★）があるのか？

◆“SDGｓ”に関連する意識の高まり
～GSTC（Global Sustainable Tourism Criteria）への準拠要求

“SUSTAINABLE HOLIDAY”
～地域が守るsustainability（持続可能性）を実感できる！

自分の旅行が、そこに寄与できているという実感！！

日本各地で受け継がれてきた、そこにしかない
昔ながらの日々の営み、地域の暮らし､文化､技術、、、

ここに大きな価値がある！ 勝負できる！！
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参考データ ①

北海道宝島旅行社の顧客（～訪日外国人観光客＜富裕層＞の海外個人旅行者）の、
道内オーダーメイドツアーにおける「最も楽しかったことは？」という質問への回答集計。

最も楽しかったこと 東南アジア 北アメリカ 東アジア オセアニア 北ヨーロッパ 西ヨーロッパ 南ヨーロッパ 総計

さまざまな体験 46.8% 12.5% 75.0% 30.8% 100.0% 25.0% 0.0% 44.6%

北海道ならではの自然・景観 35.3% 12.5% 0.0% 23.1% 0.0% 50.0% 0.0% 32.8%

北海道（日本）ならではの食べ物 31.8% 25.0% 25.0% 15.4% 0.0% 25.0% 100.0% 30.4%

計画～旅程中に関わった人の対応 18.5% 25.0% 0.0% 46.2% 0.0% 50.0% 0.0% 20.6%

温泉（宿併設含む） 17.9% 12.5% 50.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 17.2%

地域との交流（文化・食体験含む） 17.3% 12.5% 25.0% 7.7% 0.0% 25.0% 100.0% 17.2%

宿（設備、ﾛｹｰｼｮﾝ、対応、食事） 12.7% 0.0% 25.0% 7.7% 0.0% 25.0% 0.0% 12.3%

有名・評価が高い場所 8.1% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 7.8%

「北海道ならではの自然・景観」や「有名・評価が高い場所」といった、一般的な観光資源について満足した

という声が一定程度あるものの、一般的な観光資源に「今しか、ここでしか無い特別な価値」をプラスした

「さまざまな体験」を評価する声が最も多くなっている。

また、「計画～旅程中に関わった人々の対応」（コンシェルジュ、ガイド、ドライバー、地域の人々等）が全体で

4番目に多くなっており、通常「裏方のサポート役」で評価の対象となり得ないポイントでこそ、「旅の満足度」を

演出できるということがわかる（＝リピーターとなっての再訪が出現する）。

『地域ならではの楽しみを、関わる地域住民が演出すること』が、観光地域づくりにとって最も重要である！
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北海道宝島旅行社に寄せられた訪日外国人観光客＜富裕層＞の海外個人旅行者の

フィードバックをもとに考察した再来訪顧客（リピーター）を生み出すための５つの要素

５つの要素 ＝ 満足度の高い旅を作るための要素
要素① 「人と自然の大地」で、「美しい大地や地域（人）とふれあう旅」

お客様は、美しい北海道の大自然の中で、農道サイクリングやベテランガイドと国立公園を歩く旅を楽しみ、高く評価している。

要素② 「息づく生業」で、「農林水産業等の生業の体験交流の旅」

お客様は、農林水産業の現場で、農家や漁業者との交流を楽しむ生業体験（や暮らし）と、その場で共同調理＆飲食する体験交流に、

特別感を抱き感動している。

要素③ 「現存する歴史性」で、「伝統日本社会とアイヌ文化の体験交流の旅」

お客様は、北海道に存在する伝統的な日本社会とアイヌ文化の生活・文化の一端を、正式に、あるいは擬似体験できたことに感動している。

要素④ 「特別感の演出」

要素①〜③の延長線上にあるのが「特別感の演出」で、北海道各地ならではの地域資源）を活かした「特別感を抱ける旅」である。

お客様は、北海道の大自然の四季、農林水産業の生業等を素材に、大人から子供まで徹底して楽しめる特別な配慮がされた、

特別の体験と食のメニューを体感できたことによって感動している。

要素⑤ 「人の優しさ」

要素①〜④の要素で構成された旅の体験・交流の支えとなるのが「地域の人の優しさ」で、出会った人との友人関係の構築である。

お客様は、北海道の旅行（体験交流）を通して、旅行を世話してくれた地域の関係者や旅行会社の人の優しさに感銘し、友人関係のような

継続的なつながりができたことを深く喜んでいる。

参考データ ②
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６-1、北海道の先進事例:鹿部町



漁業のまち道南・鹿部町で「浜のかあさん」と一緒に地元料理体験♪
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漁業のまち道南・鹿部町で「浜のかあさん」と一緒に地元料理体験♪
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漁業のまち道南・鹿部町で「浜のかあさん」と一緒に地元料理体験♪

15



16

６-2、道内先進事例:十勝 ←コーディネーターの必要性



青空と白い雲、どこまでも続くよう
な雪原のコントラストが美しい。

解放感たっぷり！思う存分駆け回りま
しょう！

ツアー内容

美瑛町：絶景の丘のスノーシュー

写真映えする場所もたくさん。
ポーズをとって楽しみましょう。

農地である美瑛の丘を、許可を得た地元美瑛のガイド（登録した体験観光ガイド）と
一緒にスノーシューでおさんぽ！きっと見たことのない景色に出会えるはず。
コーディネートは丘のまちびえいＤＭＯが担当してくれています。

「幸せになれる木」に触れる。
地元ガイドだから知っている秘
密の場所です。
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普段仕事で使っているスノーモー
ビルでお出迎え！

ちょっとした登山のような傾斜のて
っぺんまで連れて行ってくれます。

ツアー内容

美瑛町：農家さんの畑でカフェタイム（冬）

体験観光ガイドがいるから、農家
さんも安心して受入れできます。

瑠辺蘂地区の村上農園で、雪の中でのカフェタイム。足元には秋播き小麦が春
を待って眠っています。農家さんはiPadで夏の景色を見せながら、農業や美瑛
に対する想いを語ってくれます。ＤＭＯがコーディネートし、地元の体験観光ガイ
ドがアテンドしてくれています。
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美瑛町が一望できるエリアを貸し
切り！

美瑛町在住のデザイナーさんが制
作した手ぬぐいデザインの雪板も。

ツアー内容

美瑛町：町営スキー場で地元農家さんと雪あそび

準備体操から滑り方まで、手
取り足取り丁寧に指導。少人
数だからこそできる対応です。

町営スキー場で、町民インストラクターと一緒にエアボードや雪板あそび。実は
インストラクターは農家さん！冬の農業がお休みの時期は、自分の趣味を活か
して楽しくアルバイトをしています。ＤＭＯがコーディネートし、体験観光ガイドが
アテンドしてくれています。
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カラフルなアイスドームも。
※写真は製作途中

まるでチャペルのような作りにお客様も大喜
び！

ツアー内容

美瑛町：廃校校庭のイグルーでランチ＆雪あそび

農家さんの許可をいただき田
んぼで雪あそび！スノーラフテ
ィングなどお好みで。

焚き火で焼きマシュマロ、ポップ
コーンなどのおやつ。

美瑛町の奥まったエリアにある「俵真布」地区。廃校になった旧俵真布小学校
の敷地内に作られたイグルー（アイスヴォルト）でランチ。この日は手作りおにぎ
りとジンギスカン鍋で温かく！ ＤＭＯがコーディネートして、地域のやる気の
ある事業者と観光客をつないでくれています。
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７、観光は、地域を元気にするための、
地域課題を解決するための大切な道具！

「観光地域づくり」の基本理念

「住んで良し、訪れて良し」
「自らの地域を愛し、誇りを持って人々が暮らしているならば、

おのずと誰しもがその地を訪れたくなる」

（観光立国懇親会報告書<平成15年4月24日>）

＝ 地域のDNA（歴史･文化･生活･誇り）を、“有料”で

体感させてあげる仕組みづくり 【≒おすそわけ】

→ 地域住民が暮らしを楽しみ、

地域に誇りと、将来への希望を持ち、

観光を通じて、幸せになることを目指す。 21



まず地域住民が｢住んで良し｣、その上で、

観光客が｢訪れて良し｣の観光地域づくり。

★地域が一枚岩となって力を合わせ、基幹産業を誇り高く見せ、

「幸せな日常」に観光客を“有料で”受入れることで外貨を稼ぎ、

そのお金を地域内に循環させること。そこで、多くの地域住民が、

観光客との交流を楽しみながら、活躍できる場を作ること。

★観光客の滞在・交流時に、地元の子供たちを巻き込んで、

郷土への誇り・思い、後継者を醸成させること。

★高年齢者の方々に、ガイドや受入れプレイヤーとなってもらって、

楽しみ、生きがい、副収入、健康を獲得して頂くこと。

８、「観光地をつくる」のではなく、
「観光で地域をつくる」ことが重要。
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１、体験（文化･自然）・食事・買物等を通して、交流・ふれあいを
楽しむ顧客作り！（=楽しませるﾌﾟﾚｲﾔｰ･ｶﾞｲﾄﾞ･説明役）

２、ﾌﾟﾚｲﾔｰ･ｶﾞｲﾄﾞ･説明役を組み合わせるｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ設置。
滞在時間延長 → リピーター→ 宿泊 → 連泊･滞在へ！
地域ファン=ふるさと納税者、特産品購入者、投資家へ！

３、U･Iターン者の増加、「ちょっと暮らし」 → 移住者の誕生へ！

９、わが地域の「日常」
＝ 特に外国人にとっての「異･日常」を

お裾分けすることで“稼ぐ＋α”の獲得！

☆「観光地域づくり」は、優れた地域づくりの“鏡”。
地域（一次産業、商店街、商工業者、一般住民、老幼）をあげて、
外貨を獲得し、ファンを作り、特産品を売り込み、地域の「宝物」を
守り、地域住民の誇りを醸成し、ともに暮らすU･Iﾀｰﾝ者を迎える…
地域主体の、正のスパイラルを コーディネートする組織 が必要！ 23
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地域まるごとホテル
“HAGISO & ｈａｎａｒｅ”

（東京都台東区谷中）

アルベルゴ・ディフーゾ
＜地域分散型ホテル＞

イタリア

地域主体で、
時間・空間の過ごし方を提案！

来訪目的となる体験交流プログラムを作り、
地域全体を｢まるごとホテル｣と見立て、

地域住民との滞在・交流を促進することで、
外貨＋α を獲得することをコーディネート！ 25
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１０、これからの地域の観光振興のあり方

【これまで～既視資源の単なるＰＲ】
広域で、各県で、各市町村で顕在化している、
観光資源の“点”を結ぶルート（“線”）づくり。

【これから～ｺﾝﾃﾝﾂと受入れ体制の作り込み】
それぞれのﾏﾁ・ﾑﾗ･ｶﾞｲﾄﾞが演出する時間の過ごし方
=“小さな面”をつなぎ、広域で2泊3日以上の
滞在･交流をさせる受入体制（=“小さな面”）づくり。
提案する季節ごとのモデルプランづくり。



１１、地域ごとの体制整備と広域の取組みを！
【個の地域の磨き上げ & 組み合わせての広域ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ】

【個の地域価値の創り込みDMO:Ａ】

各地域内の各種事業者（宿泊･飲食･交通機関、生産・販売者、体験ｻｰﾋﾞｽ事業者等）

【各地域の体制整備支援】 地域の価値の商品化、販売･送客の仕組み

個人客、団体客の対応
｢わがﾏﾁへ直接の、
1泊2日の取り込み！」

旅行会社への対応
「わがﾏﾁへ間接の、
1泊2日～の取り込み！」

ﾏｽｺﾐ対応

【広域ｴﾘｱの
PR･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

+差配DMO

尖った
｢個｣を
編集
しての
広域
商品化

【個の地域価値の
創り込みDMO:B】

【個の地域価値の
創り込みDMO:C】

国内外へのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
｢広域ｴﾘｱへ1週間以上の旅行提案と取り込み！」

【PR・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ&ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ対応】
ﾀｰｹﾞｯﾄを決めて、地域の価値をPRし、
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟで顧客対応 （できれば旅行業免許）
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